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Ｚ
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Ｚ
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図
が
あ
り
、
「
そ
れ
を
カ
ラ
ー
コ

ピ
ー
す
れ
ば
顧
客
に
絶
対
満
足
し

て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
な
」
と
思
い

つ
つ
、
次
の
ブ
ー
ス
ヘ
・

母
材
の
上
か
ら
挟
ま
な
く
て
も

ス
ポ
ッ
ト
溶
接
が
で
き
る
機
械
や

見
積
も
り
ソ
フ
ト
は
四
万
五
千
円

と
超
安
価
格
な
が
ら
原
価
計
算
は

も
と
よ
り
、
歩
掛
け
等
な
か
な
か

の
ソ
フ
ト
で
し
た
。
こ
ん
な
機
械

が
あ
っ
た
ら
な
と
思
う
も
の
が
現

実
化
さ
れ
て
い
た
機
材
展
で
し
た
。

焔
日
は
小
田
原
の
ア
マ
ダ
展
示
会

場
へ
、
レ
ー
ザ
ー
切
断
機
・
部
分

的
に
微
妙
な
曲
げ
調
整
が
で
き
る

ブ
レ
ー
キ
機
等
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ

全
板
連
が
全
板
大
会
で
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
挙
げ
て
き
た
「
リ
フ
ォ
ー

ム
と
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
業
界
の
活
性
化
を
図
ろ
う
」
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
事
業
に

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
。

全
板
連
が
取
り
上
げ
て
い
る
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
日
新
総
合

建
材
㈱
が
販
売
し
て
い
る
「
め
ぐ

み
ち
ゃ
ん
」
で
日
新
総
合
建
材
㈱

の
協
力
を
得
て
全
国
の
組
合
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
で
あ
る
。

各
県
板
で
は
近
年
社
会
現
象
で

あ
る
大
不
況
を
乗
り
越
え
る
た
め

将
来
性
の
あ
る
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
講

習
会
を
開
い
た
り
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
た
。

愛
知
県
板
で
も
平
成
十
一
年
に

全
板
連
か
ら
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
り

屋
根
材
と
一
体
型
の
シ
ス
テ
ム
な

ら
我
々
板
金
業
者
に
適
し
て
い
る

…
を
か
け
て
「
板
金
業
の
利
益
二
倍

の
戦
略
」
と
題
し
、
㈱
マ
ー
ド
ッ

ク
の
社
長
、
荒
山
元
秀
氏
の
講
演

が
始
ま
っ
た
。
こ
の
マ
ー
ド
ッ
ク

と
い
う
会
社
は
板
金
業
に
携
わ
っ

て
い
る
方
な
ら
一
度
は
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
簡
単
に

言
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
‐
夕
‐
鳥
っ

て
建
物
の
立
体
画
を
出
し
た
り
、

積
算
見
積
り
な
ど
を
し
て
板
金
業

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
会
社
で

あ
る
。
今
回
の
講
演
で
は
時
間
が

足
ら
ず
、
話
し
た
い
事
が
山
ほ
ど

あ
る
と
残
念
が
っ
て
お
ら
れ
た
。

駆
け
足
で
講
演
会
を
終
え
、
四
時

か
ら
総
会
へ
と
移
っ
た
。

開
会
の
辞
を
岩
倉
の
山
崎
氏
、

を
駆
使
し
た
こ
れ
ら
の
機
械
、
こ

ん
な
機
械
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
物
で

も
で
き
そ
う
で
す
。

で
も
操
作
す
る
の
は
や
は
り
人
、

「
時
代
に
遅
れ
な
い
よ
う
Ｉ
Ｔ
機

器
を
勉
強
し
対
応
し
な
け
れ
ば
」

と
肝
に
銘
じ
た
２
日
間
で
あ
り
、

乾
い
た
砂
に
水
が
染
み
込
む
よ
う

に
知
識
を
得
た
、
充
実
し
た
見
学

会
で
し
た
。

特
に
今
回
は
若
い
人
達
が
大
勢

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
人

た
ち
の
使
う
未
来
機
械
は
音
声
入

力
だ
け
で
切
断
や
曲
げ
加
工
す
る

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
如
名
無
事
に
帰
宅

し
た
次
第
で
す
。

厨
房
空
調
委
員
長
加
藤
哲
夫

そ
し
て
細
野
会
長
挨
拶
、
議
長
に

は
一
宮
の
佐
藤
氏
が
選
出
さ
れ
、

議
案
審
議
に
は
い
っ
た
。

十
三
年
度
事
業
報
告
承
認
、
十

四
年
度
事
業
計
画
案
、
十
三
年
度

会
計
報
告
と
会
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
こ
こ
で
来
賓
の
村
上
章
理
事

長
と
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た

羽
柴
弘
和
氏
に
挨
拶
を
い
た
だ
き

村
上
理
事
長
は
、
二
○
○
五
年
の

万
博
に
全
板
大
会
を
愛
知
で
行
う

こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。
最
後
に
瀬

戸
の
山
口
氏
の
閉
会
の
辞
で
無
事

総
会
を
終
え
た
。

最
上
階
の
展
望
室
に
場
を
移
し
、

懇
親
会
が
始
ま
る
。
中
華
の
円
卓

を
囲
み
な
が
ら
、
酒
も
入
り
徐
々

に
盛
り
上
が
り
各
々
が
懇
親
を
深

め
な
が
ら
最
後
に
一
本
じ
め
で
会

を
終
え
た
。
津
島
猪
飼

の
で
講
習
会
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
提
議
さ
れ
た
。

平
成
十
二
年
五
月
に
は
西
三
板

金
連
合
会
が
い
ち
早
く
太
陽
発
電

シ
ス
テ
ム
研
修
会
に
取
り
組
み
九

十
名
を
超
す
受
講
者
で
関
心
の
深

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

愛
知
県
板
で
は
そ
の
年
八
月
に

太
陽
光
発
電
関
係
事
業
委
員
会
を

発
足
し
太
陽
光
発
電
で
は
先
進
県

で
あ
る
埼
玉
県
板
の
平
野
副
理
事

長
に
相
談
役
に
就
任
を
依
頼
、
十

月
一
日
に
愛
知
県
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
で
第
一
回
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
講
習
会
を
開
催
し
た
。

そ
の
講
習
会
は
主
に
日
新
総
合
建

材
㈱
の
「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
」
を
使

用
し
て
の
講
習
会
で
あ
っ
た
。

平
成
十
三
年
に
は
高
柳
技
研
委

員
長
の
提
案
で
「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
」

に
加
え
て
ク
ポ
タ
の
「
エ
コ
ロ
ー
ー
Ｉ
」

も
講
習
会
に
採
用
し
て
三
月
二
回
、

四
月
二
回
と
四
回
の
施
工
実
習
も

含
め
た
誰
習
会
を
開
催
し
て
き

平
成
ｕ
年
２
月
略
・
肥
日
、
機

材
展
に
行
き
ま
し
た
。
場
所
は
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
２
ホ
ー
ル
。

Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
よ
り
新
幹
線
ひ

か
り
地
号
に
乗
車
、
県
板
組
合
関

係
者
叫
名
、
ダ
ク
ト
組
合
関
係
者

朋
名
の
合
計
如
名
の
参
加
で
し

た
。

雲
ひ
と
つ
無
い
真
っ
白
い
富
士

山
を
眺
め
な
が
ら
、
房
塑
丞
思
へ
。

展
示
会
場
は
、
全
国
か
ら
団
体

が
次
々
と
入
場
し
、
た
い
へ
ん
な

賑
わ
い
で
し
た
。

展
示
さ
れ
た
三
次
元
キ
ャ
ド
の

画
面
に
は
、
建
物
の
中
に
ダ
ク
ト

や
機
器
を
配
置
し
立
体
感
の
あ
る

愛

た
。

展
示
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
出
品
、
板
金
組
合
が
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
三
月
七
日
全
板
勝

又
理
事
長
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
新
総

合
建
材
㈱
が
発
売
し
て
い
る
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
平
成
十
四
年

九
月
で
生
産
調
整
す
る
と
の
方
針

を
打
ち
出
し
て
き
た
と
報
告
が

あ
っ
た
。生

産
調
整
？

「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
」
の
セ
ル
は

キ
ャ
ノ
ン
製
で
あ
る
が
そ
の
セ
ル

を
使
用
す
る
こ
と
が
不
都
合
に
な

り
止
む
な
く
生
産
調
整
と
な
っ

た
。

今
後
は
別
の
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
セ

ル
を
使
用
し
て
生
産
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
得
る
が
、
当
面
は
製
造
が

ス
ト
ッ
プ
す
る
よ
う
で
あ
る
。

全
板
連
で
は
今
後
も
積
極
的
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
は
取
り

組
ん
で
い
く
の
で
理
解
し
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

愛
知
県
板
は
ク
ボ
タ
の
エ
コ
ロ

ニ
ー
も
実
習
し
て
い
る
の
で
当
面

は
静
観
で
あ
る
が
、
一
宮
支
部
で

は
五
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
リ

パ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
「
空
か

ら
の
め
ぐ
み
」
と
題
し
て
展
示
出

品
す
る
が
、
日
新
総
合
建
材
㈱
の

「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
」
に
変
わ
る
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
展
示
す
る
。

鷲
見

第
七
回
空
調
衛
生
総
合
機
材
展
に
参
加
し
て

、
里
零
Ｔ
・
当
一
言
Ｄ
エ
匙
画
ｒ
ｏ
１
君
国
Ｊ
エ
室
”
・
○
垂
言
；
ユ
玉
。
。
○
エ
ー
セ
Ｊ
エ
君
。
。
○
込
君
・
ロ
ム
茜
ｒ
○
１
－
君
当
宅
ｒ
Ｊ
盲
君
Ｊ
１
可
ｒ
○
４
－
判
・
ワ
ヰ
画
ご
‘
Ｊ
一
苗
ｊ
君
。
。
○
垂
冨
．
４
二
Ｆ
◇
１
宮
・
・
４
蚤
。
●
●
且
羽
ｊ
室
７
マ
ユ
更
Ｊ
を
君
７
，
１
屯
》
Ｊ
垂
亨
Ｄ
忠
一
君
４
塁
■
ｒ
Ｊ
画
壇
Ｊ
率
画
ｆ
４
壱
ロ
・
・
座
五
○
Ｊ
暑
引
ｊ
喝
７
９
石
ｊ
屋
Ｔ
Ｊ
ｇ
な
了

平
成
十
四
年
三
月
三
日
㈲
、
小

牧
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、

尾
張
板
金
連
合
会
総
会
に
、
各
支

部
の
代
表
者
別
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
た
。

今
回
は
い
つ
も
と
趣
向
を
変
え

講
演
会
を
も
う
け
、
そ
の
後
に
総

会
を
行
っ
た
。

一
時
半
よ
り
「
安
全
作
業
に
関

す
る
講
話
」
と
題
し
、
講
師
に
法

定
特
別
教
育
の
坂
長
介
先
生
を
招

き
、
約
一
時
間
程
安
全
作
業
に
関

す
る
話
を
さ
れ
た
。
講
師
の
坂
氏

は
清
水
建
設
の
機
材
部
を
経
て
、

玉
掛
講
師
等
を
行
っ
て
お
り
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

休
憩
後
、
皿
世
紀
の
勝
ち
残
り

鱈
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傍
参
加
者
全
員
（
一
号
車
の
み
な
さ
と

池
田
商
店
「
＄
研
親
会
・
第
喝

回
総
会
」
が
３
月
５
日
㈹
～
６
日

㈱
見
学
・
勉
強
親
睦
会
を
兼
ね
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
訳
西

口
に
集
合
、
８
時
半
、
バ
ス
２
台

で
出
発
。
今
回
の
最
初
の
見
学
地

岐
阜
県
安
八
町
の
三
洋
電
機
岐
阜

事
業
所
に
向
か
っ
た
。
同
所
へ
近

づ
く
と
、
か
な
り
遠
く
か
ら
巨
大

な
建
物
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
こ

れ
が
今
回
の
見
学
先
「
大
規
模
太

陽
光
発
電
施
設
ソ
ー
ラ
ー
ア
ー
ク
」

だ
。
目
の
前
に
来
て
改
め
て
そ
の

巨
大
さ
に
鮪
か
さ
れ
た
。
長
さ
。

３
１
５
ｍ
、
高
さ
・
師
ｍ
程
の
ノ

ア
の
箱
舟
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ

イ
ン
は
正
に
未
来
の
「
ノ
ア
の
箱

舟
」
を
思
わ
せ
る
巨
大
な
側
面

（
南
面
）
に
新
開
発
さ
れ
た
、
太

陽
電
池
パ
ネ
ル
５
，
０
４
６
枚
貼

付
け
た
最
大
出
力
・
６
３
０
肘
、

年
間
発
電
量
・
記
万
ｗ
／
ｈ
の
発

電
施
設
で
、
ま
だ
出
来
た
ば
か
り

で
オ
ー
プ
ン
前
の
特
別
に
見
学
さ

せ
て
頂
い
た
そ
う
で
す
。
ビ
デ
オ

に
よ
る
概
要
説
明
の
後
、
施
設
の

中
を
見
学
し
て
、
昼
前
、
三
洋
電

機
を
後
に
し
た
。
春
と
は
い
え
米

原
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
北
陸
道

に
入
っ
た
頃
か
ら
田
畑
や
山
陰
に

雪
の
残
る
冬
の
福
井
に
入
っ
た
。

こ
こ
で
、
福
井
恐
竜
博
物
館
に
寄
っ

て
総
ス
テ
ン
レ
ス
（
１
Ｕ
貼
り

法
話
堂
も
い
っ
ぱ
い
の
盛
況
、

〃
皆
さ
ん
、
大
安
和
尚
で
す
〃
で

始
ま
る
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
「
お
も

し
ろ
座
禅
教
室
」
で
は
、
禅
の
仕

方
、
禅
の
心
を
お
も
し
る
お
か
し

く
説
い
て
頂
き
、
次
に
和
尚
み
ず

か
ら
「
心
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
」
の
テ
ー
マ
で
、
生
き
生

き
法
話
を
、
実
に
ユ
ニ
ー
ク
で

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
聞
か
せ
て
頂
き
、

最
後
に
〈
一
に
掃
除
・
二
に
笑
顔
・

三
四
元
気
に
お
か
げ
さ
ま
〉
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
締
め
く
く

ら
れ
た
。
も
っ
と
長
く
聞
い
て
い

た
い
気
持
ち
を
残
し
、
大
安
和
尚

に
握
手
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

「
花
し
ょ
う
ぶ
の
寺
」
だ
そ
う

で
一
面
花
の
６
月
が
良
い
そ
う
で

す
。
名
古
屋
に
着
い
た
の
は
５
時

頃
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
大
安
禅
寺

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
一
度
開

い
て
見
て
は
い
か
が
で
す
か
？

三
吾
辛
ミ
ミ
ミ
ミ
・
○
巴
心
冒
の
己
君
．
８
日

熱
田
・
南
伊
藤

ゾ
さ
つ
す
る

田
惣
一
池
田
商
店
会
長

溌睡＃ し
、
不
景
気
時
代
の
ど
ん
底
に
あ

る
が
、
ど
う
対
応
し
て
行
く
べ
き

か
、
如
何
に
経
営
の
手
腕
を
発
揮

す
べ
き
か
が
問
わ
れ
、
重
要
な
課

題
と
し
お
互
い
に
難
局
を
乗
り
切

ら
ね
ば
と
の
談
。
併
せ
て
商
社
・

メ
ー
カ
ー
の
方
々
か
ら
も
ご
祝
辞

並
び
祝
電
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
続
い
て
、
商
社
・
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
商
品
の
説
明
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
活
発
に
交
わ
さ
れ
、

参
加
し
た
組
合
員
に
好
感
と
称
賛

を
浴
び
た
。
総
会
も
順
調
な
経
緯

に
よ
り
閉
会
の
辞
に
は
、
松
本
富

夫
氏
に
よ
る
締
め
の
挨
拶
と
な
っ

た
。
休
憩
の
後
、
商
社
・
メ
ー

カ
ー
の
方
々
を
交
え
て
の
懇
親
慰

労
会
に
移
り
、
久
し
振
り
の
再
今
電

お
互
い
年
輪
が
頒
ち
合
い
、
時
代

の
経
過
と
共
に
過
ぎ
行
く
過
去
、

安
否
を
気
遣
い
な
が
ら
、
美
酒
の

味
に
酔
い
、
会
話
に
花
を
添
え
顔

に
は
笑
顔
が
。
誰
し
も
が
願
う
景

気
回
復
、
そ
れ
ら
を
願
い
つ
つ
、

又
の
再
会
を
期
待
し
散
会
と
な
っ

た
。
沼
津

舌
聡
鰯
謬
塞
ｉ
賂
‘
峠
轡
・
‐
囚
陶
・
；
〆
，
型
‐
》
・
秘

の
卵
型
を
し
た
展
示
館
を
見
学
し

そ
の
施
工
技
術
に
感
心
し
た
。

午
後
３
時
ご
ろ
加
賀
・
山
代
温

泉
ホ
テ
ル
「
瑠
璃
光
」
に
到
着
、

す
ぐ
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

に
お
い
て
総
会
に
入
っ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
昨
年
度
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
祈
り
、
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

岩
田
板
金
社
長
「
岩
田
明
」
氏

の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
代
表
幹

事
「
沼
淫
啓
二
」
氏
の
挨
拶
と
池

田
商
店
会
長
「
池
田
惣
一
」
氏

（
昨
年
８
月
社
長
を
退
任
）
の
挨

拶
に
続
い
て
議
事
に
入
っ
た
。

〔
昨
年
度
事
業
経
過
報
告
〕
を

柴
田
幸
治
幹
事
、
〔
昨
年
度
会
計

報
告
〕
を
津
田
隆
一
幹
事
よ
り
報

告
さ
れ
議
事
を
終
了
。
続
い
て
、

本
日
多
数
参
加
し
て
頂
い
た
、
メ
ー

し
あ
い
さ
つ
す
る

沼
津
代
表
幹
事

勇蕊

蕊JJJJJ”
＃

蕊
嘘

箪繍篭驚義：
カ
ー
、
商
社
を
代
表
し
「
日
本
鉄

板
㈱
名
古
屋
支
店
支
店
長
」
小
林

晴
久
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。
最
後
に

岩
貞
部
長
に
よ
り
祝
電
の
披
露
と

斎
藤
飯
工
業
社
長
「
斎
藤
充
昭
」

氏
に
よ
る
閉
会
の
言
葉
で
総
会
を

終
了
。
各
部
屋
に
入
っ
て
、
く
つ

ろ
い
だ
後
、
６
時
半
よ
り
第
二
部

の
懇
親
会
に
入
り
一
向
に
明
る
さ

の
見
え
な
い
仕
事
の
事
な
ど
忘
れ

て
、
親
睦
や
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
交

え
て
の
カ
ラ
オ
ケ
と
、
時
の
経
つ

の
も
忘
れ
て
二
次
へ
と
続
い
た
。

翌
朝
認
昨
日
か
ら
の
雨
の
残
る

中
、
８
時
半
、
ホ
テ
ル
を
出
発
、

福
井
に
向
か
っ
た
。
途
中
、
お
菓

子
の
城
に
寄
り
、
今
研
親
会
で
期

待
の
「
大
安
禅
寺
」
へ
皿
時
過
ぎ

に
着
い
た
。
こ
ち
ら
の
「
高
橋
友

峰
」
住
職
は
平
成
９
年
第
ｕ
回
＄

研
親
会
の
時
、
講
演
を
お
聞
き
し

て
以
来
、
も
う
一
度
あ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
法
話
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て

い
て
、
や
っ
と
実
現
し
た
。
広
い

傍
あ
い
さ
つ
す
る
蟹
江
支
部
長

＊
＊
＊

知
多
支
部
定
例
総
会
開
催
＊
＊
＊

傍
総
会
風
景

溢
蕊
撚
靴
驚
蘭
霞
罵

上
げ
‘
志

蝿＃
：1.

.,....』斡幹

知
多
支
部
は
去
る
三
月
三
十
一

日
日
、
東
海
市
立
勤
労
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
午
前
十
時
よ
り
盛
大
に

総
会
を
催
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
一
足

早
い
桜
を
窓
越
し
に
眺
め
、
県
板

か
ら
村
上
理
事
長
を
始
め
、
商
社
・

メ
ー
カ
ー
な
ど
多
く
の
ご
来
賓
の

ご
出
席
を
頂
き
開
催
と
な
っ
た
。

先
ず
は
、
理
事
・
神
谷
恒
男
氏

の
司
会
に
て
ス
タ
ー
ト
。
議
長
に

は
後
藤
啓
介
氏
を
選
任
、
提
案
さ

れ
た
議
案
も
流
暢
な
流
れ
に
よ
り

全
て
可
決
、
今
回
は
役
員
改
選
が

無
い
た
め
時
間
的
に
余
裕
が
で
き

た
よ
う
だ
。
議
長
退
席
、
そ
の
後

引
き
続
い
て
、
本
部
事
業
報
告
・

献
血
活
動
報
告
。
青
年
部
活
動
報

告
、
更
に
優
良
献
血
提
供
者
に
は

感
謝
の
意
を
込
め
蟹
江
重
光
支
部

長
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。
表

彰
さ
れ
た
磯
部
逸
夫
氏
は
献
血
さ

れ
た
回
数
は
三
十
回
に
も
及
び
、

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

次
に
ご
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

た
村
上
理
事
長
の
ご
祝
辞
を
頂
戴

蕊
難．
識

共
皮
‘
慨
沓
嘩
へ
爾
瞬
上
。
免
窒

灸
も
伽
．
サ
ｂ
昌
与
・
『
．
．
『
．
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傍
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者

Ｉ
酢
－
０
」

豊
田
板
金
工
業
組
合
（
赤
池
高

義
組
合
長
）
は
去
る
２
月
記
日
幽
、

豊
田
市
元
町
の
美
烏
里
ボ
ー
ル
に

於
い
て
恒
例
の
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
出
事
業
所
・
祁
人
で
し
た
・

ゲ
ー
ム
は
午
後
７
時
に
ス
タ
ー
ト

し
２
ゲ
ｉ
ム
の
ト
ー
タ
ル
ピ
ン
で

順
位
を
争
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終

了
後
、
場
所
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
に
移
し
て
表
彰
式
を
行
い
、

男
性
の
部
１
位
加
藤
孝
治
氏

（
横
山
興
業
㈱
）
、
女
性
の
部
１
位

甲
斐
ち
さ
と
さ
ん
（
横
山
興
業
㈱
）
、

子
供
の
部
１
位
今
井
博
一
君

（
今
井
板
金
工
業
所
）
二
年
連
続

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
私

も
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
投
げ
さ
せ

候
総
会
風
景

云
豊
蕊
嬬
鮮
第
帖
回
総
会
一

続
い
て
奥
田
憩
氏
を
議
長
に
選

出
し
て
議
事
に
入
り
、
平
成
過
年

度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
平
成
ｕ
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
組
合
創
立
印

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
設

置
の
件
に
つ
い
て
も
、
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
終
了
後
、
各
報
告
事

項
の
発
表
と
な
り
、
青
年
部
報

告
、
技
能
委
員
会
報
告
、
豊
田
高

等
職
業
訓
練
校
誌
師
報
告
、
新
班

長
さ
ん
の
紹
介
、
豊
田
支
部
の
単

価
表
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
総

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。
続
い
て
平

成
過
年
度
を
も
っ
て
退
会
さ
れ
る

２
事
業
所
に
長
年
の
協
力
に
対
し

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

休
憩
の
後
講
演
会
に
移
り
、
医

療
法
人
豊
昌
会
豊
田
健
康
管
理

ク
リ
ー
ー
ッ
ク
様
に
よ
る
「
健
康
診

断
に
つ
い
て
」
と
横
山
興
業
㈱
社

長
横
山
員
久
様
に
よ
る
「
現
在

の
状
況
の
分
析
」
の
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
横
山
社
長
の
講

演
は
、
板
金
業
者
の
現
状
の
話
で

あ
り
、
い
か
に
現
状
を
打
破
す
る

か
の
ヒ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

豊
田
松
井

平
成
辿
年
３
月
別
日
山
、
平
成

狸
年
度
豊
田
板
金
工
業
組
合
の
定

時
総
会
が
豊
田
市
小
坂
本
町
の

『
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
』
４

階
虹
会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

組
合
員
総
数
印
名
中
総
会
出
席

拠
名
、
委
任
状
出
席
ｎ
名
で
し
た
。

松
井
祐
治
氏
の
司
会
に
よ
り
開
会

し
た
総
会
は
、
赤
池
組
合
長
の
挨

拶
の
後
、
来
賓
挨
拶
を
県
板
村
上

理
事
長
、
毛
利
貞
夫
西
三
板
金
連

合
会
会
長
、
横
山
填
久
横
山
興
業

㈱
社
長
、
長
谷
川
賢
市
豊
田
高
等

職
業
訓
練
校
校
長
、
愛
知
県
中
小

企
業
共
済
協
同
組
合
柴
田
孝
男
様

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ｌ
；
Ⅲ
豊
川
田

れ
た
方
全
員
が
楽
し
ま
れ
た
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
豊
田
松
井

。
』
…
§
斡
蝋
蕊

代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

家
づ
く
り
に
適
応
し
や
す
い
と
い

う
。
確
か
に
、
こ
こ
数
年
の
住
宅

は
、
屋
根
は
平
板
洋
瓦
、
壁
は
窯

業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
パ

タ
ー
ン
ば
か
り
が
や
け
に
目
に
つ

く
。
そ
れ
は
そ
れ
で
決
し
て
悪
く

は
な
い
し
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
は
優

れ
た
物
も
多
数
あ
る
の
だ
が
、
や

や
見
飽
き
て
畔
易
気
味
で
あ
る
。

と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
正
直
な
感
想

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀

は
【
環
境
の
時
代
】
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
鋼
板
は
耐
用
年
数
も
長

く
、
リ
サ
イ
ク
ル
も
可
能
だ
。
こ

う
し
た
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
追

い
風
に
な
る
だ
ろ
う
。

鋼
板
を
扱
う
に
は
熟
練
し
た
板

金
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
技
術
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
大

切
に
扱
い
、
も
っ
と
日
の
当
た
る

場
所
に
位
置
付
け
よ
う
。
と
い
う

風
潮
も
感
じ
ら
れ
る
。
幸
い
、
我
々

に
は
技
術
は
あ
る
。
後
は
こ
の
風

を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
ん
な
ふ
う

に
乗
り
こ
な
し
て
行
け
る
か
．
．
…
．
、

頑
張
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

※
大
同
鋼
板
㈱

（
住
ま
い
の
屋
根
・
壁
）
参
照

東
三
松
浦

回
而

親
睦
ボ
ｉ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

き
ま
し
た
。
ま
た
、
賞
品
も
盛
り

沢
山
（
恒
例
の
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

の
多
い
こ
と
）
で
し
た
。
参
加
さ

辿
一
価
組
山

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
結
果
は

肥
位
で
し
た
。
〈
今
回
の
大
会
で

気
が
付
い
た
こ
と
は
、
去
年
ま
で

お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
い
た

子
が
今
年
は
重
い
ボ
ー
リ
ン
グ
の

ポ
ー
ル
を
一
生
懸
命
投
げ
て
い
た

こ
と
で
、
回
数
を
重
ね
る
と
い
ろ

ん
な
事
が
見
え
て
く
る
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
〉
と
去
年
の
愛
板
に

書
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
同
世
代

の
方
で
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
参
加

さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
、
ま
た
ま

た
色
々
な
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ

ま
し
た
。
組
合
企
画
委
員
会
（
鈴

木
昭
人
氏
）
の
設
営
、
健
闘
に
よ

り
多
数
の
組
合
員
さ
ん
に
参
加
を

い
た
だ
き
、
横
山
興
業
㈱
（
問
屋
）

様
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
た
だ

今
、
住
宅
の
屋
根
・
壁
材
に
新

た
な
潮
流
が
見
え
始
め
て
い
る
そ

う
だ
。
戦
後
、
急
速
に
需
要
を
伸

ば
し
た
鋼
板
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
着
色
板

や
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
押
さ
れ
続
け

て
き
た
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀

を
迎
え
再
び
鋼
板
素
材
の
採
用
が

増
加
傾
向
に
あ
る
ら
し
い
。
住
宅

専
門
誌
で
あ
る
「
新
建
築
住
宅
特

集
Ｊ
ｔ
」
や
「
住
宅
建
築
」
に
よ

る
と
二
○
○
○
年
度
一
年
間
に
お

け
る
掲
載
件
数
で
は
、
金
属
系
屋

根
材
が
全
体
の
六
○
％
を
越
え
た

と
い
う
。
原
板
性
能
の
格
段
の
向

上
や
、
塗
装
技
術
の
進
歩
等
、
製

造
側
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
優
れ

た
耐
水
性
・
耐
久
性
・
加
工
性
な

ど
、
鋼
板
が
本
来
持
っ
て
い
る
長

所
が
、
再
び
認
識
さ
れ
評
価
さ
れ

始
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
短

所
と
さ
れ
て
き
た
、
安
っ
ぽ
い
．

音
が
う
る
さ
い
．
錆
び
る
な
ど
の

従
来
の
イ
メ
ー
ジ
は
払
拭
さ
れ
、

む
し
ろ
、
自
然
素
材
を
模
倣
し
た

偽
物
的
な
材
料
を
使
う
な
ら
ば
、

い
っ
そ
シ
ン
プ
ル
で
素
直
に
材
料

の
特
質
や
素
材
感
が
出
て
い
る
鋼

板
の
方
が
使
い
や
す
く
、
若
い
世

レ
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
風
景



を
長
時
間
勧
誘
し
、
し
っ
か
り
し

た
判
断
が
で
き
な
い
状
態
で
契
約

を
迫
っ
て
く
る
。

⑤
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法

若
い
男
性
が
よ
く
狙
わ
れ
る
。

知
ら
な
い
女
性
か
ら
電
話
が
あ
り

「
イ
ベ
ン
ト
や
っ
て
い
る
か
ら
遊

び
に
来
て
″
」
と
か
「
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
く
れ
た
ら
イ
イ
事
あ

る
ョ
″
」
な
ど
と
友
達
感
覚
で
誘

わ
れ
、
好
奇
心
で
ノ
コ
ノ
コ
出
か

け
る
と
、
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
絵
画
な
ど
の
商

品
の
契
約
を
迫
ら
れ
る
。

以
上
の
様
な
悪
質
商
法
に
よ
り

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解

約
）
」
制
度
を
利
用
す
れ
ば
契
約

を
解
約
す
る
事
が
可
能
。
悪
質
商

法
に
ひ
っ
か
か
っ
て
も
泣
き
寝
入

り
せ
ず
に
「
ク
ー
リ
ン
グ
。
オ
フ
」

で
対
処
す
る
事
が
大
事
で
あ
る
。

最
後
に
、
〃
だ
ま
さ
れ
な
い
〃

〃
被
害
に
あ
わ
な
い
″
た
め
の
５

つ
の
ポ
イ
ン
ト
。

①
必
要
が
な
け
れ
ば
キ
ッ
パ
リ
断

わ
る
。

②
う
ま
い
も
う
け
話
に
は
注
意
す

る
。

③
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
。
現
金

を
渡
さ
な
い
。

④
契
約
の
前
に
契
約
書
を
よ
く
読

み
、
家
族
・
友
人
と
相
談
す
る
。

⑤
預
金
通
帳
や
印
鑑
を
他
人
に
渡

さ
な
い
。

以
上
の
事
に
心
が
け
悪
質
商
法

に
は
注
意
し
よ
う
。

東
三
松
浦

板第３７０号 平成１４年４月１５日（４）
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先
日
、
東
三
恒
例
の
ミ
ー
ー
講
演

会
に
、
愛
知
県
東
三
河
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
田
島
所
長
を
お
迎
え

し
、
最
近
の
消
費
者
苦
情
相
談
の

現
状
や
悪
質
商
法
の
手
口
な
ど
の

講
話
を
頂
い
た
。

こ
こ
数
年
、
愛
知
県
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

件
数
は
年
々
増
加
し
、
中
で
も
沌

歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
の
相
談
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
は
自
宅
に
い
る
時
間
が
比
較
的

長
く
、
訪
問
販
売
に
よ
る
勧
誘
を

受
け
る
機
会
が
多
く
、
家
屋
の
工

事
や
床
下
換
気
扇
、
浄
水
器
に
関

す
る
相
談
で
、
訪
れ
た
販
売
員
の

言
葉
に
不
安
に
な
っ
た
り
、
恐
怖

を
感
じ
た
り
し
て
契
約
を
し
て
し

ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
事
例
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
布
団

類
、
電
気
治
療
器
具
等
の
催
眠
商

法
に
関
す
る
相
談
が
多
い
の
も
高

齢
者
の
特
徴
で
あ
る
。

〃
悪
質
商
法
″
の
種
類
と
手
口

、
Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
商
法

高
齢
者
を
主
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
、
安
売
り
、
講
習
会
な
ど
を
名

目
に
、
閉
め
切
っ
た
会
場
へ
多
数

の
人
を
集
め
る
。
無
料
で
日
用
雑

貨
品
を
配
付
し
、
巧
み
な
話
術
で

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
一
種
の
催

眠
状
態
を
作
り
だ
す
。
最
後
に
販

売
目
的
の
高
額
商
品
が
登
場
し
、

催
眠
状
態
の
中
で
契
約
を
さ
せ
て

一
一
書
墓

■
●
●
■
■
●
●
ｅ
あ
●
。
●

新
年
懇
親
会
の
総
括

積
算
資
料
作
成
の
進
行

状
況
と
勉
強
会
開
催
予

定
等
に
つ
い
て

岡
崎
支
部

８
日
潮
干
狩
準
備
会

即
日
成
人
訓
練
反
省
会

碧
南
支
部

８
日
青
年
部
総
会

豊
田
支
部

肥
日
第
ｎ
回
役
員
班
長
会肥

名

羽
日
青
年
部
第
躯
回
総
会記

名

朗
日
支
部
４
役
会

釦
日
第
妬
回
通
常
総
会

刈
谷
支
部

過
日
新
旧
役
員
会
岨
名

安
城
支
部

７
日
役
員
会
４
名

西
尾
支
部

皿
日
青
年
部
定
例
会
狸
名

焔
日
支
部
役
員
会
略
名

産
廃
料
他

知
多
支
部

２
日
支
部
役
員
会
型
名

５
日
青
年
部
役
員
会
６
名

躯
日
青
年
部
総
会
塑
名

孤
日
支
部
定
期
総
会
印
名

東
三
支
部

５
日
定
例
会
記
名

ｎ
日
青
年
部
定
例
会
ｎ
名

岨
日
新
旧
役
員
引
継
会

弱
名

舶
日
会
計
監
査
・
懇
親
会ｎ

名

的
日
役
員
会

即
日
青
年
部
総
会

し
ま
う
。

②
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン

（
送
り
つ
け
商
法
）

会
社
な
ど
事
業
所
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
商
法
。
注
文
し
て
い
な

い
商
品
を
一
方
的
に
送
り
つ
け
、

消
費
者
が
勘
違
い
し
て
代
金
を
支

払
う
事
を
狙
う
方
法
で
、
商
品
に

は
書
籍
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
多
く
、

化
粧
品
や
お
経
を
書
い
た
カ
ー
ド

な
ど
も
あ
る
。
中
に
は
代
金
引
換

郵
便
を
悪
用
す
る
例
も
あ
る
の
で

要
注
意
。

③
訪
問
販
売

主
に
主
婦
が
狙
わ
れ
る
。
消
防

署
や
水
道
局
か
ら
依
頼
を
受
け
て

来
た
様
に
思
わ
せ
、
消
火
器
や
浄

水
器
を
販
売
。
点
検
商
法
・
ア
ン

ケ
ー
ト
商
法
。
モ
ー
ー
タ
ー
・
商
法
な

ど
が
あ
り
、
ウ
ソ
の
点
検
結
果
を

言
っ
て
不
安
に
さ
せ
た
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
お
礼
と
し
て
無
料
で
浄

水
器
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
高
額
な

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
長
期
契
約
を

迫
っ
た
り
す
る
。

側
キ
ャ
ッ
チ
ー
ル
ス

未
成
年
や
大
学
生
な
ど
若
い
女

性
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
商
品
に
は
化

粧
品
、
指
輪
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

の
会
員
な
と
が
あ
る
。
路
上
や
駅

前
な
ど
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
」

や
「
お
肌
の
無
料
診
断
」
等
の
言

葉
で
呼
び
止
め
、
営
業
所
、
喫
茶

店
等
に
誘
い
込
む
。
そ
の
後
、
本

来
の
目
的
の
「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
」

圃
一
匡
履
一
国

３
月
各
支
部
の
動
き

「
偽
装
」
今
年
は
牛
肉
の
偽
装

で
全
国
で
何
社
も
の
食
肉
業
者
が

偽
装
工
作
を
し
て
摘
発
さ
れ
破
産

に
追
い
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

口
に
す
る
生
鮮
食
品
で
す
ら
偽

の
ラ
ベ
ル
を
貼
り
消
費
者
を
ご
ま

か
し
て
い
た
。

二
十
五
年
ほ
ど
以
前
ま
だ
住
宅

の
屋
根
に
瓦
棒
葺
き
の
屋
根
が
圧

倒
的
に
多
く
施
工
さ
れ
て
い
た
頃
、

あ
る
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
の
屋
根
工
事

で
瓦
棒
の
施
工
作
業
を
し
て
い
た

監
督
が
工
事
を
見
に
来
て
キ
ャ
ッ

プ
の
板
厚
を
聞
い
た
の
で
、
ご
く

当
た
り
前
に
０
．
４
ミ
リ
と
答
え

た
。
そ
の
後
大
変
な
問
題
が
持
ち

上
が
っ
た
。
他
の
現
場
で
同
じ
事

を
聞
い
た
と
こ
ろ
そ
こ
の
工
事
を

し
て
い
た
板
金
店
は
キ
ャ
ッ
プ
は

０
．
４
ミ
リ
だ
と
締
め
機
を
か
け

る
の
に
硬
く
て
大
変
な
の
で
０
．

３
５
ミ
リ
で
施
工
し
て
い
る
と
言
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
工
事
店
会
で
問

題
と
な
り
０
．
４
ミ
リ
で
徹
底
す

る
よ
う
通
達
が
出
さ
れ
、
当
然
０
．

３
５
ミ
リ
で
施
工
し
て
い
た
板
金

店
に
は
発
注
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

責
任
施
工
保
証
制
度
を
組
合
の

事
業
の
１
番
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。
自
分
に
恥
じ
な

い
責
任
あ
る
仕
事
を
し
て
保
証
書

を
発
行
し
て
、
信
用
を
得
よ
う
。

三
月
二
十
七
日
㈱
雨

三
七
○
号
編
集
委
員
会

委
員
八
名
出
席

午
後
五
時
終
了
鷲
見

愛

中
村
支
部

岨
日
定
例
会
皿
名

西
支
部羽

日
支
部
会
６
名

健
康
保
険
証
更
新

雪
止
金
物
施
行
方
法

中
支
部肥

日
支
部
会
８
名

熱
田
南
支
部

肥
日
定
例
会

昭
和
支
部

８
日
例
会
過
名

国
民
年
金
基
金
・
県
板

共
済
保
険
の
加
入
促
進

名
古
屋
連
合
会
総
会
に

つ
い
て

瑞
穂
支
部

３
．
４
日
支
部
総
会
・
三
河

三
谷
ホ
テ
ル
平
野
屋巧

名

尾
張
板
金
連
合
会

３
日
総
会
別
名

小
牧
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル

小
牧
支
部

９
日
定
例
会
ｎ
名

瀬
戸
支
部

肥
日
定
例
会
合
８
名

春
日
井
支
部

８
日
月
例
会
Ｍ
名

邪
日
役
員
会
４
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
８
名

岩
倉
支
部

皿
日
月
例
会
３
名

西
三
板
金
連
合
会

鍋
日
三
役
会
議
８
名


